
H28まちづくりふれあいトークで出された

質問や要望の対応について

【 加納　地区】

平成29年10月19日

資料２



区分 № 開催日 項目 質問の内容
H29対応策または
不可能な理由等

H29対応可能性
と対応時期

29年度担当部署

会場 142 H28.10.4 病院

氷見市民病院について。堂故市政の
時に、市民の声をひらうという話であっ
た。経営面で苦労があるのか。

氷見市民病院は、平成20年度に金沢医
科大学による指定管理者制に移行して
から、比較的順調な経営状況にありま
す。その間、診療報酬の引き下げなど病
院を取り巻く環境は厳しいものがあります
が、金沢医科大学の経営努力により市民
病院の経営は安定しています。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

病院事業管理
室：七田
74-8125

会場 143 H28.10.4 地方創生

人口減少の中で対策を考えているの
か。
・地方創生の点で、氷見はどうなのか。
日本中の地域が地方創生を実施して
いるが、氷見市特有の取り組み等して
いるのか、どういった面で氷見市は力を
入れているのか。
・社会保障でみんなで助け合う地域に
ついて

一昨年10月に「氷見市まち・ひと・しごと
創生総合戦略」を策定し、人口の減少を
抑制することと人口が減少したとしても幸
せに暮らすことができるまちづくりに向け
て、より成果が挙がる事業を優先的に予
算化し、各種事業を実施しています。
独自の取り組みとしては、氷見市で育っ
た子どもたちが戻ってくるように支援する
ぶり奨学プログラムを創設したり、氷見市
の強みである水産業を活かした魚食文
化リーディングプロジェクトによる、魚食の
商品開発や販路拡大などの取り組みを
実施したりして、人の流れづくりやしごと
づくりにも力を入れていきます。
また、地域で支えあう仕組みをつくるため
に、旧小学校校区での地域づくり協議会
の設立を支援しており、地域の拠点とな
る施設の整備についても現在策定して
いる第8次総合計画後期基本計画の中
で検討しているところであります。

■可能
□■対応済
□■年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

企画政策課
政策推進担当：
蔵田
74-8011



区分 № 開催日 項目 質問の内容
H29対応策または
不可能な理由等

H29対応可能性
と対応時期

29年度担当部署

会場 144 H28.10.4 子育て

学童について。加納地区は３年生まで
しか預けることができない。これからは
女性も働かなければならない時代であ
り、他の地域では６年生まで預けること
ができる、４年生なったからダメと言わ
れても、ついこの間まで学童で安心で
きていたのにと思う。この問題を考えて
ほしい。

学童保育の運営については、市から地
域の運営協議会に委託させていただい
ており、開設場所の規模や運営スタッフ
の確保等により受け入れ人数に制約が
あり、当該地区は全学年受け入れること
が難しい状況にあります。引き続き、学童
保育の充実について地区の皆様方と検
討していきます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

子育て支援課
子育て応援担
当：坂下
74-8117

会場 145 H28.10.4 子育て

学童について、市の方の発言で、地元
で人と場所を探すというのはどういうこと
でしょうか。

学童保育の運営については、市から地
域の運営協議会に委託させていただい
ており、開設場所と運営スタッフ等の確
保をお願いしております。今後も地域の
皆様方と相談しながら支援してまいりま
す。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

子育て支援課
子育て応援担
当：坂下
74-8117

会場 146 H28.10.4 防災

加納地区は恵まれた地区である。講堂
を残してもらったが、防災の対応ができ
ているのか。この講堂は避難場所に
なっているが、電源（電気）は確保され
ているのか。

今後、停電等に備え指定避難所に発電
機や投光器を順次整備していくこととし
ています。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

地域防災室：小
野
74-8021

会場 147 H28.10.4 河川

上庄川の整備については、県の整備
計画だと聞いているが、市から県へ強く
要望を上げてほしい。

上庄川の整備について、より強く県へ要
望していくため、関係地域の代表者など
で組織する「二級河川上庄川整備促進
協議会」を、平成28年度に設立しました。
この協議会が中心となって、県に対し上
庄川の整備促進を強く要望しています。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
企画管理担当：
高林
74-8071



区分 № 開催日 項目 質問の内容
H29対応策または
不可能な理由等

H29対応可能性
と対応時期

29年度担当部署

会場 148 H28.10.4 公園

各地区の児童公園の遊具が古びてい
る。現状を確認していただいて、新しく
してほしい。

児童公園の遊具につきましては、市職員
が定期的に点検しております。老朽化等
が激しく危険な遊具については、地域の
方に相談した上で修繕等を行なっていま
す。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

都市計画課
都市計画担当:
浜本
74-8078

会場 149 H28.10.4 道路

資料（H28)のP26では、沖布地区の整
備が完了となっているが、完了していな
い。

昨年度実施しました沖布5号線の路肩補
修について、地元において道路整備地
域支援事業を活用し実施されたもので、
それについて完了としたものです。
そのほか、いただいております要望箇所
については、それぞれ判断して対応して
まいりますのでご理解願います。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当：
河端
30-7070

女性
トーク
会場

498 H28.10.27 氷見線

新高岡駅に行きづらい。 氷見市から新高岡駅へのアクセスにつ
いては、直通の加越能バスのほか、氷見
線で氷見駅から高岡駅へ、その後、加越
能バスまたは城端線へ乗り換える方法が
あります。
なお、利便性の良い城端線-氷見線の直
通化については、現在も沿線４市で構成
する協議会の中で協議しながら、県と共
にＪＲへ要望等を実施しているところであ
り、今後も継続していきたいと考えていま
す。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

都市計画課
公共交通担当：
粟屋
30-2949



区分 № 開催日 項目 質問の内容
H29対応策または
不可能な理由等

H29対応可能性
と対応時期

29年度担当部署

女性
トーク
会場

499 H28.10.27 公共交通

わくライナーのことを皆知らない。 「わくライナー」とは、新高岡と和倉温泉
を結ぶ路線バスで、氷見市内のひみ番
屋街、ひみ阿尾の浦温泉、岩井戸温泉
を経由して毎日運行しています。事業者
及び関係団体と協力しながら、広報活動
に努めていますが、皆様方も周囲に広め
ていただきますようご協力をよろしくお願
いします。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

都市計画課
公共交通担当：
粟屋
30-2949

女性
トーク
会場

500 H28.10.27
新文化施
設

市民病院跡地の新文化施設について
長靴で行けるスタバ、レストラン、映画
館、図書館、美術館、ミニコンビニ、
ウォーキングコース、セルフのお茶室な
どが入ればいい。

本年7月に市民の代表や学識経験者で
組織する「市街地グランドデザイン検討
委員会」を設置し、JR氷見線からひみ番
屋街までの市街地のグランドデザインを
描き、まちの活性化や観光誘客、防災、
文化発信などの観点から、旧市民病院
跡地などの４つの公共空地の利活用方
針を今年度中に決定することとしていま
す。そうした中、9月20日に開催した第2
回市街地グランドデザイン委員会におい
て、旧市民病院跡地で新文化施設を整
備する方向性が決まったことから、施設
の規模や機能、建設手法等を検討して
まいります。いただきましたご意見を参考
にさせていただきます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

芸術文化振興
室：平田
74-8215

女性
トーク
会場

501 H28.10.27 公共空地

市役所跡地は。 旧市役所跡地の利活用については、市
街地グランドデザイン検討委員会におい
て、ＪＲ氷見駅からひみ番屋街までのまち
なか市街地におけるまちづくりの方針と
併せて、今年度中に決める予定です。

■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

都市計画課
景観形成担当：
堂田
74-8078



区分 № 開催日 項目 質問の内容
H29対応策または
不可能な理由等

H29対応可能性
と対応時期

29年度担当部署

女性
トーク
会場

502 H28.10.27 街灯

北中の通学路、周りに外灯を。散歩す
るのにも危ない。

家屋のないところの街灯はこれまで設置
の要望がなかったので、設置してきませ
んでした。地区から要望があれば、調査
を行って、設置を検討します。ただし、電
柱や電線がない所については、方法等
から検討することになりますので、時間が
かかることがあります。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当：
河端
30-7070

女性
トーク
会場

503 H28.10.27 スポーツ

ふれスポでウォーキングするのに300円
かかる。毎日行きたいがいけない。

ふれあいスポーツセンターのランニング
走路より少し短いのですが、いきいき元
気館にもウオーキングができる180ｍの走
路があり、無料で利用できます。健康の
保持増進を目指して、ご都合の良い場
所をご利用ください。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

スポーツ振興
室：角井
74-8446

女性
トーク
会場

506 H28.10.27 道路

鞍川からふれあいスポーツセンターに
あがっていく道はいつ出来るのか。

市道鞍川霊峰線バイパスにつきまして
は、平成32年度の完成を目指して整備
を進めています。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
市道整備担当：
宮下
74-8074

女性
トーク
会場

507 H28.10.27
高齢者福
祉

ケーブルＴＶできときと百歳体操の番組
を見たが、近所で開催して欲しい。

加納地区では、平成28年6月から鞍川の
大引様宅ほか、加納の西法寺、諏訪野
公民館、鞍川の日吉神社、沖布公民館
などで百歳体操が実施されています。
ご都合の良い会場にご参加ください。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

福祉介護課
地域包括支援セ
ンター：七分
74-8067



区分 № 開催日 項目 質問の内容
H29対応策または
不可能な理由等

H29対応可能性
と対応時期

29年度担当部署

女性
トーク
会場

508 H28.10.27
空き家対
策

自分の空き家を高齢者の交流の場に
できないか。

女性
トーク
会場

509 H28.10.27
空き家対
策

実家をそのままにして、富山市などに
行ってしまった人が多い。地域で活用
できないか。高齢者の学童以外の小学
生が気軽に行ける拠点づくりなど。

女性
トーク
会場

510 H28.10.27 人口減少

今朝の新聞を見てショック受けた。人口
減少になっても、氷見で幸せに暮らせ
るようなまちづくりをして欲しい。近所で
集える場所を。

人口減少・少子高齢化が進む中で、地
域が持続していくためには、活動や交流
の拠点となる場が必要であると考えてお
り、平成２９年度に第８次総合計画後期
基本計画を策定していく中で、拠点整備
の考え方を整理して、必要な整備を検討
していきます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

企画政策課
地域協働推進
室：舛田
74-8013

アン
ケート

150 H28.10.4 河川

上庄川の両岸をコンクリートにしても
らったが、そこに上る農道が十分でな
い。
またそこから見える桜並木がとてもきれ
いである。その周辺道路をウォーキング
等ができるように整備して欲しい。

舗装は河川管理者である県が実施して
いますので、ご意見は県へお伝えいたし
ました。
また、ウォーキング等ができる整備につき
ましては、河川を管理するための堤防道
路のため、難しいと聞いています。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

建設課
治水・治山担当：
椀澤
30-7071

空き家の利活用につきまして、不特定多
数の方が利用されるということになれば、
運営するにあたり、さまざまな法規制や
維持管理が必要となります。商工・定住
課では、空き家の利活用について相談
を受け付けていますので、ご利用くださ
い。
また、地域内でこのような活動をされるこ
とは、大変すばらしいことでありますの
で、万一の事態にもきちんと対応できるよ
う、個人ではなく、地域全体の取り組みと
して行われることが望ましいと考えます。
また、市や社協でも、地域内でのこのよう
な活動に対しての支援を積極的に行っ
ていますので、福祉介護課にご相談くだ
さい。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

商工・定住課
定住促進担当：
赤倉
74-8075
福祉介護課
長寿・生活支援
担当：西中
74-8111



区分 № 開催日 項目 質問の内容
H29対応策または
不可能な理由等

H29対応可能性
と対応時期

29年度担当部署

アン
ケート

151 H28.10.4
空き家対
策

空き家対策に関して、市の考えを聞か
せて欲しい。

空き家対策では、活用できる空き家につ
いては、リフォームにする所有者に市が
補助し、さらに家賃補助等により貸出しを
推進するなど空き家の解消に努め、危険
老朽空き家については、補助金等を利
用していただき、解体撤去していくことを
基本としています。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
建築・住宅担当：
草山
74-8079

アン
ケート

152 H28.10.4 公共施設

老朽化したインフラについて市としての
事業計画案をしめしてほしい

将来にわたる公共施設とインフラの更新
や管理に関する基本的な方針を定めた
「氷見市公共施設等最適化基本方針」を
平成28年3月に策定したところであり、こ
の方針に基づき、現在、今後のインフラ
の更新や長寿命化などの具体的な取り
組みについて検討しているところです。
インフラにおいては、個別に長寿命化計
画などを策定し、すでに取り組んでいる
ものもあることから、それらと調整を図りな
がら、より効果的な方策について検討を
進めたいと考えています。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

都市計画課
都市計画担当：
浜本
74-8078


